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台風16号被災地への復興募金お願い 

マニラ首都圏を襲った台風による洪水で

多数の死傷者や家を失った人々がいるこ

とは日本でも大きく報道されました。当会

は日比NGOネットワークと協力し、緊急支

援3万円を送りました。しかし復興にはま

だまだ時間がかかる見通しです。安全な日

常に戻るためのご支援をお願いします。 
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都市医療とへき地医療の違い 

－現地 NGO（CMIP、PIHS）と公立病院の連携から考える－ 

 

8月17～21日、ゼネラルサントス公立病院（以下、公立

病院）において、日本橋形成外科クリニックの森岡大地

医師にご協力をいただき、口唇裂ややけど痕の形成外

科治療を行いました。対象者は当会のパートナー団体

CMIP が活動する地域のビラーン民族、同じく PIHS が活

動する地域の住民、そし

てゼネラルサントス市のソ

ーシャルワーカー（社会

福祉士）の呼びかけに集

まった市内の患者です。 

 

結果、1 才10 ヶ月から

14 才までの 12 名に口唇

裂手術（11 名）と上皮母

班（皮膚の腫瘍、1 名）手

術を行うことができました。

ゼネラルサントス市内に

は総合病院、個人病院と

もいくつかありますが、

形成外科医は 1 人しか

おらず、また費用も高い

ため、このような機会を

待ち望んでいたそうで

す。 

 

口唇裂は命にかかわる病気ではありません。その

ためどうしても治療が後回しになりがちです。しかし当

事者である学齢期の患児や父母に聞くと、学校でから

かわれて中退したり、そもそも学校に通ってなかったり

するそうです。（P5 参照） 

「１人でも多くの子どもに教育の機会を」と願う当会

はこの話を聞いて、今回の治療は先住民族の子ども

だけでなく、都市在住の子どもも対象としたことは間違

っていなかったことを知りました。 

また、そもそも口唇裂をもって生まれるのは、胎児

の時の栄養不良が大きな要因です。妊産婦が食に関

する正しい知識を持ち、必要な栄養を摂取できること

の重要性をあらためて感じました。 

公立病院長のアレ

ハンドロ医師によると

この病院はベッド数

100 床。しかし入院患

者は常時 300 名とのこ

と。そのとおり、廊下や

待合室まで仮設ベッド

が並び、付添の人、見

舞いの人でごったが

えしていました。この

ようにお金さえあれば

医療を受けられる都市

に暮らすことと、医療

不在のへき地に暮ら

すことは状況が異なり、

へき地では自分と家

族の身は自分で守る

心構えが必要です。 

 

当会の医療支援の

方針は①予防のための保健・医療セミナーの開催②

村の保健ボランティアの育成③地域型健康保健組合

の育成（グリーンカード制度）です。この推進のために

CMIP、PIHS のスタッフたちが山村、漁村を回り、人々

の話に耳を傾け、アドバイスを行っています。またこの

ように公立病院と連携して治療を行ったり、住民セミナ

ーへの医師派遣を要請することもあります。僻地で医

療を行う現地NGO をこれからも応援ください。 
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手術着を着たセドリック君（1 才10 ヶ月）と祖母のセナイダさん（50 才）。 

母はセドリック君を出産後、家出したため、父方の祖母であるセナイダ 

さんが面倒をみている。父は大卒だが仕事が見つからず、トライシク 

ルの運転手をしながら求職中。手術は成功したが、2 週間後の抜糸時 

に大泣きしてしまい、術後の写真は撮れなかった。 


